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A 6005：2025  

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本防水材料協会（JWMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産

業規格である。これによって，JIS A 6005:2014 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 A 6005：2025 
 

アスファルトルーフィングフェルト 

Asphalt roofing felts 

 

1 適用範囲 

この規格は，防水工事，防湿工事，屋根ふき下地，壁下地などに用いるアスファルトルーフィングフェ

ルト（以下，ルーフィングフェルトという。）について規定する。 

なお，技術上重要な改正に関する新旧対照表を，附属書 A に示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 2207 石油アスファルト 

JIS Z 8703 試験場所の標準状態 

JIS Z 8801-1 試験用ふるい－第 1 部：金属製網ふるい 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS K 2207 による。 

3.1 

アスファルト 

ストレートアスファルト，ブローンアスファルト，防水工事用アスファルトなどの石油製品 

注釈 1 ストレートアスファルトは，原油を常圧蒸留装置，減圧蒸留装置などにかけて得られる残留れ

き（瀝）青物質。［出典：JIS K 2207:2006 の 3. (1)を一部変更］ 

注釈 2 ブローンアスファルトは，ストレートアスファルトを加熱し十分に空気を吹き込んで酸化重合

したもの。［出典：JIS K 2207:2006 の 3. (2)を一部変更］ 

注釈 3 防水工事用アスファルトは，防水層として必要な性能に改善したアスファルト。［出典：JIS K 

2207:2006 の 3. (3)を一部変更］ 

3.2 

有機天然繊維 

綿，麻などの植物又は動物の毛から得られる細い糸状の物質 


